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î
i
:
ぢ
播
す
. の
. か

と
：s. ふ

こ
と
は
簡
單
^
1解
攀
：-
:
^
觸
化
勒
輯
せ
あ
：<ゃ̂
：̂
5
{
^
^
^

之
於
實
體
ど
把
捉
，し
-
^
. 

其
溯
衆 

法
が
#
‘

M

に
爲
.ク
た
と
し
て
も
如
何
に
し
て
.之
を
促
進
す
'ベ
き
か
と
，：

S

ふ
こ
と
も
亦
決
し
て
容
易
に
解
決
し
得
る
.事S

で
は

#
,
^。"嚴
國
^
^
:
i
'

、：̂
.於
：̂
各
塌
圓
_の
#

i
感̂
あ
的
現
填
c
^
^
#
^
i

ぶ
数
ど
ま
お
定
め

^
^
^
-
^
'
i
^
.
f
f
i
:

ガ
f
か
ら
f
^
5
?
'

耍
襄
で
.
^
^
^

に
目
篤
な 

'I 

‘ 

< 

- 

1 

' 

.

.

. ̂

.
}
.
.
‘ 

*
. 

r
i

文
め
齒
捧
の

i
i
l
i
s
f

 

d經

濟

败

豫

碑

の
#
立
ゆ
在
、る
め
で
か
つ¥
v
.
,
此

等

绝

體
i

風

の

、
ま

ぱ

後

日

，
，

期

、

す
る
と
と
に
す
る
。

' 

' 

-
.

.

、，
-

' 

' 

'
‘ 

‘
：
：
-
'

：< ^ ：

i
S

A

#J

當

fl

度

お

田

m
T

：

目

、

次 

、

• 

’

:
:
:

，い
’、
‘第1,

節
職
入
割
當
制
度
'
'へ

の

必

然

性

' 

:

:

.

:

’
，'
.
.
第

二

節

，
輸
☆

當

制

度

め

形

態

的

黑
'
.一

>
’，■
,

1

>

-

.

.

度

:

上 o

l

.

i

l

i
 段 
i

l

l

i

は

れ

た

の

は

此

l

l

i
事
i

ノ 

l

.

i

s

l
統
s

繁

择

i

承

i

併
し
f

#
常
^

も
®

究
は
|

に
譲
る
と
す
る
も
、
輸
入
割
當
制
俊
が
從
象
I

m

t段
た
る
關
|

度
と
對
比
し
て
、

t

i

l

l

:人

が
i

f

異
i

に
.
f

 

f

 

i出
さ
れ
：I

I

數
I

s

す
I

I

I
ぱ 

象
I

介
し
て
間
接
的
に
制
限
す
る
、に

i

り
•，ま

縱

戚

か
f

i

で
f

a

i

.る
i

入
I

撃
に
傅
る
輸
入
數
量
の®

: 

-:• 

■

八

セ

、
 ̂

1

八 

f

 

1

1

.

セ

、

八 iL H
D


